
会
員
募
集

　

◆
ハ
イ
キ
ン
グ
（
東
久
留
米
市
山

岳
連
盟
）　
例
会
は
月
１
回
、
第
１

水
曜
日
の
午
後
７
時
〜
９
時
に
東
久

留
米
駅
北
口
「
駅
前
公
会
堂
」
で
、

会
山
行
は
月
１
回
以
上
。
入
会
金
５

０
０
円
。
会
費
半
年
３
６
０
０
円
。

保
険
代
な
ど
年
約
５
０
０
０
円
。
成

年
者
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
木

下
緯
４
７
２
・
４
９
１
７
へ
。

　

◆
中
国
伝
統
楽
器「
二
胡（
に
こ
）」

の
演
奏
を
楽
し
む
（
楊
貴
妃
二
胡
縁

奏
団
）　
月
２
回
、
週
末
の
午
後
１

時
半
か
ら
２
時
間
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
。
５
月
は　

日
（
日
）
と　

２３

２９

日（
土
）。
入
会
金
１
０
０
０
円
。
会

費
月
３
０
０
０
円
。
二
胡
の
貸
し
出

し
あ
り
。
初
心
者
歓
迎
。
講
師
に
よ

る
丁
寧
な
指
導
。
詳
し
く
は
加
守
田

（
か
も
た
）
緯
４
２
４
・
２
５
５
６

へ
。

　

◆
な
つ
か
し
の
歌
Ａ
グ
ル
ー
プ　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
の
午
後
１

時
半
〜
３
時
半
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０
０
円
。
ピ

ア
ノ
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

詳
し
く
は
曽
根
原
緯
４
７
７
・
３
２

６
８
へ
。

　

◆
英
会
話（
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
）　
月

４
回
、
水
曜
日
の
午
後
１
時
半
〜
３

時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
３
０
０
０
円
。
初
級
英
会
話
。
月

１
回
は
外
国
人
講
師
に
よ
る
指
導
。

詳
し
く
は
田
中
緯
４
７
２
・
６
４
１

６
へ
。

　

◆
中
高
年
者
向
き
健
康
体
操
（
ヘ

ル
シ
ー
体
操　
美
楽
留
〈
ミ
ラ
ク

ル
〉）　
月
１
回
、
第
４
月
曜
日
の
午

前　

時
〜　

時
半
、
さ
い
わ
い
福
祉

１０

１１

セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
５
０
０
円
。

会
費
月
１
０
０
０
円
。
体
力
に
応
じ

て
指
導
。
上
履
き
・
バ
ス
タ
オ
ル
・

飲
料
水
を
持
参
。
詳
し
く
は
山
本
緯

４
７
１
・
１
０
６
１
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
東
久
留
米
ダ
ン

ス
楽
踊
〈
ら
く
よ
う
〉
会
）　
毎
週
月

曜
日
の
午
後
６
時
〜
８
時
半
、
市
民

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。
見
学

歓
迎
。
詳
し
く
は
菅
原
緯
０
９
０
・

２
２
１
８
・
４
６
３
６
へ
。

　

◆
北
多
摩
山
岳
同
好
会　
例
会
は

毎
月
第
１
木
曜
日
の
夜
間
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
半
年
１
８
０

０
円
。
保
険
代
は
別
途
。
今
夏
は
、

ガ
イ
ド
と
登
ろ
う
剣
岳
。
初
心
者
歓

迎
（
た
だ
し
、
剣
岳
は
訓
練
必
須
）。

詳
し
く
は
堂
柿
（
ど
う
が
き
）
緯
４

７
２
・
５
５
２
０
（
午
後
６
時
〜
８

時
）
へ
。

　

◆
合
気
武
道・棒
術
（
妙
風
〈
み
ょ

う
ふ
う
〉
ク
ラ
ブ
）　
毎
週
、
木
曜
日

が
午
後
４
時
半
〜
６
時
、
日
曜
日
が

午
前　

時
半
〜
午
後
１
時　

分
、
ス

１１

４０

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０

０
０
円
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。
５

歳
児
以
上
。
未
経
験
者
や
高
齢
者
、

親
子
も
お
気
軽
に
。
詳
し
く
は
細
谷

緯
４
２
１
・
４
０
７
５
へ
。

　

◆
人
物
デ
ッ
サ
ン
の
会　
第
３
土

曜
日
の
午
後
１
時
〜
３
時
半
、
成
美

教
育
文
化
会
館
で
。
会
費
月
２
０
０

０
円
。
裸
婦
、
着
衣
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
小
山
緯
０
９
０
・
５
５
３

４
・
８
５
３
８
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
歌
謡
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー　
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日
の

午
後
１
時
か
ら
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
月
２
０
０
０
円
。
カ

ラ
オ
ケ
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
み
ま
す
。
指
導
者
あ
り
。
筆
記

用
具
を
持
参
。
詳
し
く
は
鈴
木
緯
４

７
４
・
２
１
６
９
へ
。

　

◆
モ
ダ
ン
英
語
勉
強
会　
５
月　
１９

日
・　

日
の
い
ず
れ
も
水
曜
日
、
中

２６

央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
会
費

月
５
０
０
円
。
英
会
話
中
心
。
英
検

２
級
〜
３
級
程
度
。
詳
し
く
は
大
谷

緯
４
７
４
・
６
２
３
８
（
夜
間
）
で
。

　

◆
東
久
留
米
親
子
空
手
ク
ラ
ブ　

毎
週
木
曜
日
の
午
後
７
時
〜
９
時
、

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２

０
０
０
円
。
健
康
増
進
、
礼
節
の
習

得
に
始
め
た
い
と
思
っ
た
時
が
始
め

の
時
。
詳
し
く
は
丸
山
緯
４
７
２
・

７
０
７
５
へ
。

　

◆
柔
真
（
じ
ゅ
う
し
ん
）
流
空
手

ス
ク
ー
ル　
月
曜
〜
土
曜
日
で
週
３

回
、
午
後
６
時
〜
７
時
半
が
幼
児
、

午
後
６
時
〜
８
時
半
が
小
・
中
学
生
、

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
ほ
か
で
。
会

費
月
３
０
０
０
円
。
３
歳
児
以
上
。

初
心
者
・
児
童
多
数
在
籍
。
交
流
試

合
多
数
あ
り
。
詳
し
く
は
山
田
緯
０

９
０
・
３
０
８
１
・
５
４
８
４
へ
。

　

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
ウ
イ
ン

グ
ス
）　
毎
週
火
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
正
午
、
滝
山
球
場
ま
た
は
南
町
運

動
広
場
で
。
会
費
月
６
０
０
円
。
初

心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
金
子
緯
０
９

０
・
９
８
５
８
・
３
３
７
３
へ
。

　

◆
金
山
町
洋
裁
ク
ラ
ブ　
第
１
・

第
３
水
曜
日
の
午
前
９
時
半
か
ら
、

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入
会

金
３
０
０
０
円
。
会
費
月
６
０
０
０

円
。
洋
裁
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
着

物
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
楽
し
め
ま
す
。

詳
し
く
は
塩
崎
緯
４
７
８
・
４
８
４

２
へ
。

　

◆
日
曜
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

第
１
・
第
３
日
曜
日
の
午
後
２
時
〜

５
時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
。
会
費
月
３
０
０

０
円
。
市
民
文
化
祭
に
向
け
て
「
ア

ラ
ン
フ
ェ
ス
協
奏
曲
」
を
練
習
中
。

初
心
者
も
可
。
詳
し
く
は
米
田
緯
４

７
１
・
９
６
３
３
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
ウ
ク
レ
レ
無
料
講
習
会
（
ホ
ノ

ル
ル
ウ
ク
レ
レ
カ
ウ
ラ
ナ
ク
ラ
ブ
）

　

５
月　

日
（
日
）
午
後
２
時
〜
３

２３

時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
集
会
学
習

室
４
で
。
ウ
ク
レ
レ
持
参
（
な
い
場

合
で
も
可
）。　

歳
〜　

歳
代
の
方
。

２０

５０

プ
ロ
講
師
が
指
導
。
詳
し
く
は
前
田

緯
４
７
１
・
１
３
７
９
へ
。

催

し

　

◆
（
彩
色
）
中
国
水
墨
画
展
覧
会

（
劉
〈
り
ゅ
う
〉
の
会
）　
５
月　

日
１６

（
日
）
〜　

日
（
木
）
午
前　

時
〜

２０

１０

午
後
６
時（　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）、

２０

ス
ペ
ー
ス
１
０
５
で
。
入
場
料
無
料
。

旧
公
民
館
主
催
の
講
座
か
ら　

年
、

１３

彩
色
の
美
し
い
水
墨
画
を
学
習
中
。

詳
し
く
は
村
田
緯
４
７
２
・
３
２
１

９
へ
。

　

◆
東
久
留
米
交
響
楽
団
第　
回
定

１９

期
演
奏
会（
東
久
留
米
交
響
楽
団
）　

６
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

（
１
時
半
開
場
）、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
５
０
０
円
。

曲
目
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
２
番
」、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン「
皇
帝
」。
指
揮
は
中
西
義

忠
氏
。
ピ
ア
ノ
は
辰
巳
京
子
氏
。
詳

し
く
は
神
田
緯
４
７
５
・
９
６
２
９

へ
。

　

◆
ひ
ば
り
寿
会　
舞
（
ま
い
）
プ

ラ
ザ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　
５
月　
２５

日
（
火
）
午
後
１
時　

分
〜
４
時
半
、

１５

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
３

０
０
円
。
参
加
自
由
。
詳
し
く
は
水

落
（
み
ず
お
ち
）
緯
４
７
３
・
９
３

２
９
へ
。

　

◆
２
０
１
０
東
久
留
米
母
親
大
会

（
東
久
留
米
母
親
連
絡
会
）　
５
月

　

日
（
土
）
午
後
１
時　

分
〜
３
時

２９

２０

半
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
学
習
室

１
・
２
で
。
参
加
費
無
料
。「
く
る

め
っ
子
元
気
に
育
て
心
と
体
」
み
ん

な
で
学
校
給
食
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
森
川
緯
４
７
６
・
５
７
４

７
へ
。

　

◆
Ｈ
Ａ
Ｓ
バ
ザ
ー
（
ホ
ー
ム
・
ア

ニ
マ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
）　
５
月　

日
２３

（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時
、
多

１０

聞
寺
境
内
倉
庫
内
１
階
（
本
町
四
丁

目
）
で
。
雨
天
の
場
合
は　

日
（
月
）。

３１

収
益
は
動
物
の
保
護
費
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
品
物
も
募
集
中
。

詳
し
く
は
浅
木
緯
４
６
２
・
８
６
０

６
へ
。

　

◆
ス
リ
ン
グ
講
習
会
（
ひ
が
し
く

る
め
助
産
師
会
）　
５
月　

日
（
土
）

２２

午
前　

時
〜　

時
半
、
わ
く
わ
く
健

１０

１１

康
プ
ラ
ザ
第
３
会
議
室
で
。
参
加
費

１
５
０
０
円
（
夫
婦
で
参
加
の
場
合

は
１
組
２
０
０
０
円
）。
妊
婦
や
赤

ち
ゃ
ん
連
れ
の
参
加
も
可
。
詳
し
く

は
永
野
緯
０
５
０
・
３
７
０
４
・
３

６
４
３
へ
。

　

◆
わ
く
わ
く
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

　

５
月　

日
（
土
）
午
前　

時
か
ら
、

２９

１０

市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
で
。
雨
天

中
止
。
環
境
保
護
や
福
祉
団
体
に
よ

る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
詳
し

く
は
豊
福
緯
４
７
５
・
７
６
４
３
へ
。

　

◆
朗
読
劇
発
表
会
（
東
久
留
米
こ

と
り
の
会
）　
５
月　

日
（
日
）
午
後

３０

１
時
半
か
ら
と
３
時
か
ら
の
２
回
公

演
、
中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
。

入
場
料
無
料
。
演
出
は
山
崎
巌
氏
。

詳
し
く
は
坂
田
緯
４
７
２
・
９
６
０

４
へ
。

　

◆
春
バ
ザ
ー
（
障
害
を
持
つ
子
の

自
主
保
育
グ
ル
ー
プ　
か
る
が
も
）

　

５
月　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午

３０

１０

後
２
時
、
市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば

で
。
雨
天
延
期
。
縁
日
ゲ
ー
ム
あ
り
。

詳
し
く
は
下
田
緯
４
７
７
・
６
４
９

２
へ
。

　

◆
東
京
東
久
留
米
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ　
創
立　
周
年
記
念
事
業
・
コ

４０

ン
サ
ー
ト　
５
月　

日
（
土
）
午
後

２２

３
時　

分
開
演
（
３
時　

分
開
場
）、

３５

２０

成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
入
場
料
無

料
。
出
演
は
デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ
ス
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
同
時

開
催
。
詳
し
く
は
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
事
務
局
緯
４
７
３
・
２
３
４
１
へ
。

　

◆
こ
と
わ
ざ
英
語
カ
ル
タ
大
会

（
ウ
ラ
ウ
ラ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
）　

６
月　

日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

２０

半
（
１
時
半
開
場
）、
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
遊
戯
室
で
。
参
加
費
１
０
０
０

円（
練
習
用
資
料
代
含
む
）。
見
学
５

０
０
円
。
５
月　

日
（
土
）
ま
で
に

２９

申
し
込
み
を
。
練
習
用
こ
と
わ
ざ
リ

ス
ト
送
付
。
参
加
賞
、
賞
品
あ
り
。

詳
し
く
は
浦
崎
緯
４
５
９
・
３
７
１

５
へ
。そ

の
他

　

◆
７
月　
日
（
土
）・　

日
（
日
）

２４

２５

に
開
催
予
定
の
川
あ
そ
び
の
実
行
委

員
を
募
集
（
第　
回
わ
く
わ
く
川
掃

１７

除
＆
川
あ
そ
び
実
行
委
員
会
）　
委

員
会
は
第
１
回
が
５
月　

日
（
火
）、

１８

第
２
回
が
６
月
８
日
（
火
）、
第
３
回

が
６
月　

日
（
水
）、
い
ず
れ
も
午
後

２３

７
時
か
ら
市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室
で
。

詳
し
く
は
菅
谷
（
す
が
や
）
緯
４
７

２
・
０
８
８
２
へ
。

22.  5.  1522.  5.  15

特
約
保
養
施
設

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の

健
康
の
保
持
、
増
進
の
た
め
に
、

関
東
近
辺
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど

と
年
間
を
通
じ
て
特
約
保
養
施
設

（
左
表
参
照
）
の
契
約
を
結
び
、

宿
泊
利
用
料
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
直
接
各
施
設
へ
予

約
を
し
た
後
、
被
保
険
者
証
を
持

参
し
て
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１

階
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
平
日
と
休
前
日
な
ど
で
は
、

料
金
が
異
な
る
場
合
や
協
定
料
金

で
宿
泊
で
き
な
い
期
間
を
設
け
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
【
宿
泊
補
助
額
】大
人
が
２
０
０

０
円
、
子
ど
も
が
１
０
０
０
円

（
年
１
泊
ま
で
）。
ま
た
、「
レ
ー

ク
サ
イ
ド
ゆ
う
す
げ
」
と
「
ゆ
う

す
げ
元
湯
」
を
利
用
す
る
方
に
は
、

市
の
助
成
が
別
に
あ
り
ま
す

元
気
回
復
施
設

　

市
内
の
一
般
公
衆
浴
場
（
源
の

湯
、
第
二
喜
多
の
湯
）
と
契
約
を

結
び
、
利
用
料
金
の
一
部
（
年
５

回
を
限
度
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
券
交
付
の
手
続
き
は
、
被

保
険
者
証
を
持
参
し
て
保
険
年
金

課
へ
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
は
同
課
国
民
健

康
保
険
係
緯
４
７
０
・
７
７
３
３
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
は
同
課
高
齢
者
医
療
係

緯
４
７
０
・
７
８
４
６
へ
。

　

東
京
都
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
で
は
、
保
健
施
設
「
国
保
温

泉
セ
ン
タ
ー
」（
施
設
名
は
下
表
参

照
）
の
利
用
料
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　
【
利
用
資
格
】国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方

　
【
利
用
方
法
】国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
を
持
参
し
て
保
険
年
金

課
（
市
役
所
１
階
）、
上
の
原
・
ひ

ば
り
が
丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
で

「
国
保
温
泉
セ
ン
タ
ー
割
引
利
用

券
」
の
交
付
を
受
け
、
直
接
、
国

保
温
泉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
の
際
に
、

利
用
料
金
と
と
も
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い

　

※
営
業
日
時
は
、
直
接
施
設
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
緯
４
７

０
・
７
７
３
３
へ
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

家
屋
修
理
・
改
築
等
に
応
じ
ら

れ
る
よ
う
、
市
内
の
建
設
業
団

体
と
協
定
を
結
び
、
大
工
・
左

官
・
塗
装
・
配
管
・
屋
根
・
畳
・

タ
イ
ル
張
り
な
ど
の
修
理
・
改

築
等
の
業
者
を
住
宅
あ
っ
せ
ん

協
議
会
を
通
じ
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
で
き
る
工
事
内
容

　

陰
増
・
改
築
（
新
し
く
部
屋

を
増
室
、
室
内
の
模
様
替
え
）

＝
応
接
間
、
高
齢
者
の
部
屋
、

書
斎
な
ど
の
増
築
、
台
所
、
浴

室
、
ト
イ
レ
の
改
築
、
和
室
を

洋
室
に
、
窓
を
サ
ッ
シ
に
、
２

階
の
増
築
、
物
干
し
台
を
２
階

に
、
防
音
工
事
、
店
舗
や
事
務

所
の
改
築
な
ど

　

隠
修
繕
（
傷
ん
だ
部
分
の
修

繕
）
＝
内
壁
・
外
壁
・
屋
根
・

台
所
・
浴
室
・
建

具
・
雨
ど
い
な
ど

の
修
繕
、
雨
漏
り

の
修
理
、
ペ
ン
キ

塗
り
な
ど

　

韻
付
帯
工
事
（
住
宅
内
外
の

工
事
）
＝
車
庫
・
門
・
フ
ェ
ン

ス
・
物
置
な
ど
の
工
事
な
ど

申
し
込
み
方
法

　

修
繕
個
所
・
増
改
築
の
内
容

を
産
業
振
興
課
労
政
商
工
係

（
市
役
所
６
階
）
へ
直
接
、
ま

た
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
係
緯
４
７
０
・

７
７
４
３
へ
。

　

５
月　

日
（
月
）
ま
で

３１

は
、
都
が
中
心
と
な
っ
て

実
施
す
る
「
２
０
１
０
自

転
車
安
全
利
用
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間

で
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

お
け
る
普
及
啓
発
項
目
は

次
の
通
り
で
す
。

　

臼
自
転
車
の
通
行
ル
ー

ル
「
自
転
車
安
全
利
用
五

則
」
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

渦
「
幼
児
２
人
同
乗
用

自
転
車
」
を
安
全
に
利
用

し
ま
し
ょ
う

　

嘘
安
全（
点
検
・
整
備
）・

安
心
（
付
帯
保
険
）
な
普

通
自
転
車
の
し
る
し
「
Ｔ

Ｓ
マ
ー
ク
」
を
張
り
ま

し
ょ
う

　

詳
し
く
は
都
市
計
画
課

街
路
交
通
計
画
係
緯
４
７

０
・
７
７
６
８
へ
。

　

多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協

議
会
（
東
久
留
米
市
、
小
平
市
、

東
村
山
市
、
清
瀬
市
、
西
東
京
市
）

で
は
、
多
摩
六
都
フ
ェ
ア
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
（
日
）
に
ル
ネ
こ
だ

１２

１９

い
ら
（
小
平
市
美
園
町
一
丁
目
）

で
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
作
曲
「
ス

タ
バ
ト
マ
ー
テ
ル
」（
抜
粋
）
を
歌

う
合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
募
集
人
数
】
女
声
１
５
０
人
、

男
声　

人
５０

　
【
応
募
資
格
】
原
則
と
し
て
、
東

久
留
米
市
、
小
平
市
、
東
村
山
市
、

清
瀬
市
、
西
東
京
市
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

　
【
費
用
】一
般
１
万
５
０
０
０
円
、

学
生
１
万
２
０
０
０
円
。
楽
譜
代

２
４
０
０
円

　
【
練
習
日
】全　

回
。
７
月
７
日

２６

〜　

月　

日
の
水
曜
日
、
午
後
７

１２

１５

時
〜
９
時
半
（　

月　

日
・　

日

１２

１１

１８

の
土
曜
日
も
予
定
）

　
【
会
場
】ル
ネ
こ
だ
い
ら
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
ほ
か

　
【
指
導
】
長
井
則
文
氏
、
安
冨
貴

代
子
氏

　
【
共
演
】小
平
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
　
【
指
揮
】
柳
澤
寿
男
氏

　

申
し
込
み
は
、
５
月　

日
（
月
）

３１

ま
で
に
（
消
印
有
効
）、
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
・
パ
ー
ト（
自
己
申
告
）・

楽
譜
（
ペ
ー
タ
ー
ス
版
を
推
奨
）

の
要
・
不
要
を
記
入
の
上
、
〒
１

８
７
儿
０
０
４
１
、
小
平
市
美
園

町
１
ノ
８
ノ
５
、
小
平
市
文
化
振

興
財
団
「
２
０
１
０
こ
だ
い
ら
合

唱
団
」
団
員
募
集
係
あ
て
郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
同
合
唱
団
実
行
委
員

会
・
田
沼
緯
０
４
２
・
３
４
１
・

７
９
１
２
へ
。

　

今
年
度
は
プ
ロ
の
劇
団
員
と
し

て
活
躍
中
の
東
京
演
劇
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
か
ら
講
師
を
迎
え
、
宮
沢
賢

治
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
舞
台
に

挑
戦
し
ま
す
。

　
【
練
習
演
目
】「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

宮
沢
賢
治
（
作
）、
広
渡
常
敏
（
脚

本
）、
林
光
（
音
楽
）

　
【
応
募
資
格
】
東
久
留
米
市
、
小

平
市
、
東
村
山
市
、
清
瀬
市
、
西

東
京
市
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
す

る
小
学
５
年
生
以
上
で
、
講
習
に

参
加
で
き
る
方
。
た
だ
し
、
中
学

生
以
下
は
保
護
者
の
方
の
送
迎
が

必
要
で
す

　
【
募
集
人
数
】　

人
（
応
募
者
多

３０

数
の
場
合
は
抽
選
）

　
【
講
習
期
間
】
全　

回
を
予
定
。

２０

７
月
４
日
（
日
）
〜　

年
２
月　

２３

２５

日
（
金
）

　
【
発
表
会
日
時
・
会
場
】　

年
２

２３

月　

日
（
土
）、
保
谷
こ
も
れ
び

２６
ホ
ー
ル
（
西
東
京
市
中
町
１
ノ
５

ノ
１
）

　
【
講
師
】東
京
演
劇
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
　
【
練
習
会
場
】西
東
京
市
民
会
館

（
西
東
京
市
田
無
町
４
ノ　

ノ　

）

１５

１１

　
【
費
用
】
１
万
５
０
０
０
円
（
途

中
返
還
は
し
ま
せ
ん
）

　

申
し
込
み
は
６
月　

日
（
日
）

２０

ま
で
に
（
必
着
）、
所

定
の
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、

〒
２
０
２
儿
０
０
１

３
、
西
東
京
市
中
町

１
ノ
５
ノ
１
、
保
谷

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
あ

て
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
（
４
３
８
・
７

６
７
６
）
で
送
信
を
。

　

詳
細
は
企
画
調
整

課
（
市
役
所
４
階
）
で
配
布
す
る

チ
ラ
シ
・
応
募
用
紙
を
ご
覧
く
だ

さ
い
（
西
東
京
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
）。

　

詳
し
く
は
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー

ル
緯
４
２
１
・
１
９
１
９
へ
。

　
 
市  
内 
に
は
、 
外  
国  
人 
の
た
め
の

し 

な
い 

が
い 
こ
く 
じ
ん

 
日  
本  
語  
教  
室 
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

に 

ほ
ん 

ご 
き
ょ
う 
し
つ

 
海  
外 
か
ら 
転  
入 
し
た 
外  
国  
人 
が
、

か
い 
が
い 

て
ん 
に
ゅ
う 

が
い 
こ
く 
じ
ん

 
日  
本  
語 
を 
学  
習 
す
る
た
め
の 
支  
援 

に 

ほ
ん 

ご 

が
く 
し
ゅ
う 

し 

え
ん

を
し
よ
う
と 
立 
ち 
上 
げ
た 
教  
室 
で

た 

あ 

き
ょ
う 
し
つ

す
。
こ
の 
教  
室 
で
は
、
ボ
ラ
ン

き
ょ
う 
し
つ

テ
ィ
ア
の 
支  
援  
者 
か
ら 
日  
本  
語 
を

し 

え
ん 
し
ゃ 

に 

ほ
ん 

ご

 
学 
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
な

　
 
現  
在 
、 
初  
心  
者 
か
ら 
上  
級  
者 
、

げ
ん 
ざ
い 

し
ょ 
し
ん 
し
ゃ 

じ
ょ
う き
ゅ
う 
し
ゃ

さ
ま
ざ
ま
な 
国 
の 
方 
が 
受  
講 
し
て

く
に 

か
た 

じ
ゅ 
こ
う

い
ま
す
。

 
東  
久  
留  
米 
に
ほ
ん
ご
ク
ラ
ス

ひ
が
し 

く 

る 

め

　
 
開  
催  
日  
程 
は
、 
下  
表 
を 
参  
照 
し

か
い 
さ
い 
に
っ 
て
い 

か 
ひ
ょ
う 

さ
ん 
し
ょ
う

て
く
だ
さ
い
。

　

臼 
昼  
間  
仕  
事 
を
し
て
い
る 
方 
や

ひ
る 

ま 

し 

ご
と 

か
た

 
学  
生 
に
も 
通 
い
や
す
い 
夜  
間 
の 
教 

が
く 
せ
い 

か
よ 

や 

か
ん 

き
ょ
う

 
室 
で
す

し
つ

　

渦 
日  
本  
語  
学  
習 
の
ほ
か
に
、
ひ

に 

ほ
ん 

ご 

が
く 
し
ゅ
う

な 
祭 
、
お 
花  
見 
、 
端  
午 
の 
節  
句 
、

ま
つ
り 

は
な 

み 

た
ん 

ご 

せ
っ 

く

 
七  
夕 
、
爭
（
こ
と
） 
演  
奏 
、 
伝  
統 

た
な 
ば
た 

え
ん 
そ
う 

で
ん 
と
う

 
的 
な 
茶  
道 
な
ど
の 
体  
験  
学  
習 
も

て
き 

さ 

ど
う 

た
い 

け
ん 

が
く 
し
ゅ
う

 
行 
っ
て
い
ま
す
。

お
こ
な

 
東  
久  
留  
米  
国  
際  
友  
好  

ひ
が
し 

く 

る 

め 

こ
く 

さ
い 

ゆ
う 

こ
う

ク
ラ
ブ
（
Ｈ
Ｉ
Ｆ
）
の 

 
日  

本  

語  

教  

室 

に 

ほ
ん 

ご 

き
ょ
う 

し
つ

　
 
開  
催  
日  
程 
は
、 
左  
表 
を 
参  
照 
し

か
い 
さ
い 
に
っ 
て
い 

さ 
ひ
ょ
う 

さ
ん 
し
ょ
う

て
く
だ
さ
い

　
 
日  
本  
語  
教  
室  
以  
外 
の 
東  
久  
留  
米 

に 

ほ
ん 

ご 
き
ょ
う 
し
つ 

い 

が
い 

ひ
が
し 
く 

る 

め

 
国  
際  
友  
好 
ク
ラ
ブ
（
Ｈ
Ｉ
Ｆ
）
の

こ
く 
さ
い 
ゆ
う 
こ
う

 
年  
間  
行  
事  
予  
定 
と
し
て
は
、 
春  
秋 

ね
ん 
か
ん 
ぎ
ょ
う 
じ 

よ 

て
い 

は
る 
あ
き

の 
散  
策 
や
、 
留  
学  
生 
を 
招 
い
て
の

さ
ん 
さ
く 

り
ゅ
う 
が
く 
せ
い 

ま
ね

「
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
＆ 
国  
際  
交  
流 

こ
く 
さ
い 
こ
う 
り
ゅ
う

パ
ー
テ
ィ
ー
」、 
異  
文  
化  
交  
流 
の

い 

ぶ
ん 

か 

こ
う 
り
ゅ
う

「 
国  
際  
理  
解  
講  
座 
」「 
外  
国  
人 
に
よ

こ
く 
さ
い 

り 

か
い 
こ
う 

ざ 

が
い 
こ
く 
じ
ん

る 
日  
本  
語 
ス
ピ
ー
チ 
大  
会 
」
な
ど
、

に 

ほ
ん 

ご 

た
い 
か
い

 
盛 
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

 
日  
本  
語  
指  
導  
者 
を 

に 

ほ
ん 

ご 

し 

ど
う 

し
ゃ

 
募  
集 
し
て
い
ま
す

ぼ 

し
ゅ
う

　
 
受  
講  
希  
望  
者 
の 
増  
加 
に 
伴 
い
、

じ
ゅ 
こ
う 

き 

ぼ
う 
し
ゃ 

ぞ
う 

か 

と
も
な

 
日  
本  
語  
指  
導  
者 
が 
不  
足 
し
て
い
る

に 

ほ
ん 

ご 
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◆西東京市ホームページ
http://www.city.nishitokyo.lg.jp

 入  会  金 
にゅう かい きん

 費  用 
ひ よう

 会  場 
かい じょう

 開  催  日  程 
かい さい にっ てい

 団  体  名 
だん たい めい

 無  料 
む りょう１ カ  月 

か げつ

３００ 円 
えん

 市  民 プラザ
し みん

ホール
 第 １～３ 火  曜  日 の
だい か よう び

 午  後 ７ 時 ～８ 時  半 
ご ご じ じ はん

 東  久  留  米 
ひがし く る め

にほんごクラス

 無  料 
む りょう１ カ  月 

か げつ

３００ 円 
えん

 月  曜  日 が 南  部 、
げつ よう び なん ぶ

 水  曜  日 が 東  部 、
すい よう び とう ぶ

 木  曜  日 が 西  部 の
もく よう び せい ぶ

 各  地  域 センター
かく ち いき

 月  曜 ・ 水  曜 ・ 木  曜 
げつ よう すい よう もく よう

 日 の 午  前 １０ 時 から
び ご ぜん じ

（クラスにより 異 
こと

なります）

 国  際  友  好 
こく さい ゆう こう

クラブの
にほんご 教  室 

きょう しつ

※ 随  時 、 見  学 は 自  由 です。
ずい じ けん がく じ ゆう

にほんごクラス・にほんご 教  室  一  覧  表 
きょう しつ いち らん ひょう

利用料金
（割引後）

所在地・
電話番号施設名

大人４００円、
小学生２００円
※別途入湯税５０円
がかかります。

西多摩郡
檜原村２４３０
緯０４２・５９８・６７８９

檜原温泉センター
数馬の湯

大人４００円、
小学生２００円
※別途入湯税５０円
がかかります。

西多摩郡奥多摩町
氷川１１９−１
緯０４２８・８２・７７７０

奥多摩温泉
もえぎの湯

大人６００円、
小学生２００円

あきる野市
乙津５６５

緯０４２・５９５・２６１４

秋川渓谷
瀬音の湯

大人６００円、
小学生２００円

西多摩郡日の出町
大久野４７１８
緯０４２・５９７・１１２６

生涯青春の湯
つるつる温泉

国民健康保険温泉センター一覧

※協定料金は税込みです。
※平日と休前日などでは料金が異なる場合があります。予約申し込み時にご確認
ください。
※施設によっては契約利用料金で宿泊できない期間を設けている場合もあります。
予約申し込み時にご確認ください。
※レークサイドゆうすげ、ゆうすげ元湯をご利用の場合は、１泊に限り別に市の
助成があります。

国民健康保険・後期高齢者医療制度　特約保養施設一覧

協定料金
（１泊２食付）電話番号所在地・

電話番号施設名

大人 ２１,１５０円から
５歳～１２歳 １４,７００円から

緯０４６５・６３・３００１
神奈川県足柄下郡
湯河原町宮上３６１番地

おんやど　恵

大人 １３,８００円から
５歳～１２歳 ９,５５５円から

緯０４６５・６３・３１１１
神奈川県足柄下郡
湯河原町宮上６７９番地

青巒（せいらん）荘

大人 １０,５００円から
５歳～１２歳 ７,３５０円から

緯０４６５・６８・１２５１
神奈川県足柄下郡
真鶴町真鶴１３７２番地

真鶴半島　一望閣

大人 ９,６００円から
５歳～１２歳 ５,７６０円から

緯０５５７・８１・８２９１
静岡県熱海市
和田浜南町７丁目４７番地

みのや旅館

大人 ８,４００円から
５歳～１２歳 ５,８８０円から
７５歳以上 ７,３５０円から

緯０２７９・７２・３７１１
群馬県渋川市伊香保町
伊香保５５７番地２３

ホテル　銀水

大人 １０,６５０円から
５歳～１２歳 ７,３５０円から

緯０２７８・７２・３０５５
群馬県利根郡
みなかみ町上牧２０５２番地

辰　巳　館

大人 ８,４００円から
５歳～１２歳 ５,８８０円から
７５歳以上 ７,３５０円から

緯０２５・７８７・４１４１
新潟県南魚沼郡湯沢町
大字土樽６３０１番地７

HOTEL シャーレ
ゆざわ銀水

大人 ８,５０５円から
５歳～１２歳 ７,５６０円から

緯０２６１・７２・７２５５
長野県北安曇郡白馬村
落倉高原１４７１８崖２２０

リゾート イン ヴィヴァ
ルディVIVALDI

大人 ７,１８５円から
５歳～１２歳 ６,１９５円から
６０歳以上 ６,５５５円から

緯０２７・３７４・９１３１
群馬県高崎市榛名湖町
８４５崖１

レークサイド
ゆうすげ

大人 ７,３３５円から
５歳～１２歳 ６,４５０円から

緯０２７・３７４・９２１１
群馬県高崎市榛名湖町
８４６崖３

ゆうすげ元湯

大人 ８,５５０円から
５歳～１２歳 ５,９８５円から

緯０２５・７６５・４６１１
新潟県中魚沼郡津南町
秋成１２３００

ニュー・グリンピア
津南

大人 ９,８００円から
５歳～１２歳 ７,０００円から

緯０４２８・７８・９７１１
東京都青梅市二俣尾
２崖３７１

おくたま路

１泊朝食付 ５,９００円から
（小学生以上同料金）

緯０４７・３０４・２７２７
千葉県浦安市日の出
１崖１崖１

ホテル エミオン
東京ベイ

国
民
健
康
保
険
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入
の
方
へ

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
さささささささささささささささささささささささささささささささささ

ご
利
用
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施

特
約
保
養
施
設
・
元
気
回
復
施
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設

ご利用ください
国民健康保険温泉
センターの割引利用券

国民健康保険にご加入の方へ
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運転中の携帯電話使用等の禁止傘さし運転などの禁止

「自転車安全利用五則」を守りましょう
子どもは
ヘルメットを着用５歩道は歩行者優先

で、車道寄りを徐行３車道は左側を通行２自転車は、車道が
原則、歩道は例外１

児童・幼児の保護責任者は、
児童・幼児に乗車用ヘル
メットをかぶらせるように
しましょう。

歩道では、すぐに停止でき
る速度で車道寄りを通行
し、歩行者の通行を妨げる
場合は一時停止しなければ
なりません。
【罰則】２万円以下の罰金
または科料

自転車は車道の左側に寄っ
て通行しなければなりませ
ん。
【罰則】３カ月以下の懲役
または５万円以下の罰金

道路交通法上、自転車は軽
車両と位置付けられていま
す。従って、歩道と車道の
区別のあるところは車道通
行が原則です。
【罰則】３カ月以下の懲役
または５万円以下の罰金

交差点での信号順守と
一時停止・安全確認　

夜間はライトを点灯二人乗り・並進は禁止
※並進は「並進可」標識の
ある場所以外では禁止

安全ルールを守る４
飲酒運転は禁止

【罰則】３カ月以下の懲役
または５万円以下の罰金

【罰則】５万円以下の罰金【罰則】２万円以下の罰金
または科料

【罰則】５年以下の懲役ま
たは１００万円以下の罰金

「TSマーク」について、詳しくは財団法人日本
交通管理技術協会緯０３・３２６０・３６２１へ。

TSマークを張りましょう
安全（点検・整備）・安心（付帯保険）な普通自転車のしるし

「幼児２人同乗用自転車」
を安全に利用しましょう！

１６歳以上の運転者が安全基準を満たした「幼児２人同乗用
自転車」を運転する場合は、その幼児用座席に幼児（６歳
未満の子ども）２人を乗車させることができます。ただ
し、幼児２人を乗せている場合は、さらにおんぶひもなど
により幼児を背負って運転することはできません。

※「幼児２人同乗用自転車」とは、
運転者のための乗車装置と２つの幼
児用座席を設けるために必要な特別
の構造または装置を有する自転車の
ことです。幼児２人を同乗させても
十分な車体強度とブレーキ性能、駐
輪時の安定性確保、転倒時の安全性
への配慮などが図られています。

（例）SGマーク（例）BAAマーク幼児２人同乗用自転
車は、ＢＡＡ、ＳＧ
など、自転車の車体
の安全性を示すマー
クが付いたものを使
用するようにしま
しょう。

【罰則】５万円以下の罰金
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にほんご 教  室 ・
きょう しつ

にほんごクラスの

ご 案  内 
あん ない

 外  国  人 のみなさんへ
がい こく じん

「TSマーク」は、自転車安全整備士がきちんと点検・
整備し、安全と認められた普通自転車に張ってもらえ
るマークです。TSマークには付帯保険が付いている
ので、交通事故に遭った場合でも安心です（保険の有
効期間は１年です）。

陰このマークのある自転車安全
整備店に行ってください
隠自転車安全整備士が点検・整備
します
韻交通ルールや自転車の正しい
乗り方について指導があります

吋保険の付いた「TSマーク」が貼付されます
右安心・安全な普通自転車になりました


